
TEL: 06-4705-5806株式会社ビーガル セミナー窓口お問い合わせ

●第２部 13時～13時40分
「これで良いのか?図面管理」 講師:⾧原歩(株式会社ビーガル)

参 加
無 料

日程

時間 各日 11:00～17:00

将来を見据えた施設管理を考えてみませんか？

公共施設管理セミナー

※参加にはインターネット接続が必要です。 ※定員となり次第締め切ります。

2022年 6月29日 (水)

●第３部 13時50分～14時50分
「⾧寿命化時代の施設性能評価、維持管理手法」

講師:所司克文 (株式会社サイバーブルー)

●第１部 11時15分～11時45分
「最適な施設維持管理の課題を考える」

講師:⾧原歩 (株式会社ビーガル)

【オンライン開催】

7月14日 (木)

●第５部 16時～16時40分
「ドローン社会実装元年に備える

～航空法解説と運用事例･活用法～」
講師:岡田秀一 (広島県ドローン協会)

定 員 各部 30名

8月10日 (水)

6日 (火)

●第４部 15時～15時50分
「SDGsの推進と施設維持管理コスト軽減の実現」

講師:大門賢治 (PromJapan株式会社)

9月



FAX：06-4705-5807

「 公共施設管理セミナー 」 申込用紙

受講を希望する日付とセミナーにチェックを付けてください。
受付後1週間以内に受講票を送付します。未着の場合はご連絡ください。

E-Mail：sales@bigal.co.jp

PromJapan株式会社

自治体名

部署名 役職

ご担当者

E-Mail

ご住所

TEL 紹介

※申込書にご記入いただきました個人情報は、本セミナーに関係する連絡と参加者確認に使用するものであり、他目的に使用するものではございません。

□ 6月 29日 （水） □ 11時15分～ 第1部 「最適な施設維持管理の課題を考える」

□ 7月 14日 （木） □ 13時～ 第2部 「これで良いのか？図面管理」

□ 8月 10日 （水） □ 13時50分～ 第3部 「長寿命化時代の施設性能評価、維持管理手法」

□ 9月 6日 （火） □ 15時～ 第4部 「SDGsの推進と施設維持管理コスト軽減の実現」

□ 16時～ 第5部 「ドローン社会実装元年に備える」

時間 内容

第１部 ■ 最適な施設維持管理の課題を考える
11時15分 　　公共施設総合管理計画策定後、次のステップである個別施設計画に進めることが求められていますが、現状や管理手法に

～ 　　展望が持てず、更新すべき長寿命化計画立案着手に足踏みされている自治体も多いのではないでしょうか。

11時45分 　　公共施設の維持管理における問題を考え、施設管理者がこれから取り組むべき課題に触れていきます。

第２部 ■ これで良いのか？図面管理
13時00分 　　施設管理に必須の図面をどのように管理されているでしょうか？

～ 　　『昔の製本図面がボロボロになってきた。』『文字がかすれて判読できない。』『図面の一部が見当たらない。』

13時40分 　　『竣工・改修・増築時の図面がバラバラで現状がよく判らない。』など、問題は山積みです。

　　CADソフトメーカーの目線で、現状の図面管理の問題点と対策についてご提案いたします。

第３部 ■ 長寿命化時代の施設性能評価、維持管理手法
13時50分 　　長寿命化計画立案による計画改修が必須となっている現代において、自分達で毎年計画更新が可能となる施設設備の

～ 　　調査診断、性能評価手法導入は重要なテーマになっています。

14時50分 　　高額な委託業務で担保する技術職の専門知識が無くても、正確なカルテ保持とそこから出発する管理手法群の導入で、

　　明確な根拠を持った計画に直結する改修優先度の評点評価と、工事履歴を反映したLCCの算定が実現可能です。

第４部 ■ SDGsの推進と施設維持管理コスト軽減の実現
15時00分 　　いざ、災害が発生した場合、自治体や大規模事業者の施設が停電になってしまっても避難所としての機能を維持できる

～ 　　備えがなされていることが求められる時代です。また、社会的要求や急激なコスト増を抑えるために、より一層の省エネ

15時50分 　　対策が急務です。老朽化していく建物や設備の維持・改修を補助金や革新的な手法や製品を用いることでコストを抑え、

　　BCP対策や省エネを実現する具体策を事例と共にご紹介します。

第５部 ■ ドローン社会実装元年に備える～航空法解説と運用事例・活用法～
16時00分 　　最近では学校の統廃合やお城など文化財管理の現況調査にドローンが活用されています。

～ 　　中国地方での活用事例と共に、事業費用の削減や調査資料作成の労務軽減・時短を実現する手法をご紹介します。

16時40分 　　また、2022年に施行される改正航空法によって社会実装が迫る中、ドローンを道具として使える人材育成について解説します

【 公共施設管理セミナースケジュール 】


